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1  は  し  め  に

福島県で生産される夏秋キュウリは京浜市場で有力な地

位を保持している。 これらの夏秋キュウリは多IE条件下
で栽培されており,例えば,夏秋キュウリの主要な生産地

である岩瀬地方では,化学肥料の窒素施用量が平均約80～

100″ /10´ にものぼっている。化学肥料の他にも各種の

有機物が比較的多く併用されており,肥料の有効利用の面

から考えても問題になるとおもわれた。

ハウス内で栽培されるキュウリなどについては,窒素施

用量試験の例もみられるが,露地栽培の夏地キュウリにつ

いての試験例はほとんどみられない。そこで ,夏秋キュウ

リに対する適正な窒素施用量を求めるための試験を基肥と

表 1 供試土壌の理化学性

追肥の両面から検討したので,その結果について報告する。

2試 験 方 法

(1)試験場所(土壌),(1)須賀川市仁井田(細粒灰色

低地土 )メ 2)岩瀬郡鏡石町字笠石 (厚層腐植質黒ボク土 )

0)供試作物 (品種): キュウリ(と きわ北星号 )
に,播  種(定植): 1)須 賀川試験地…56年 4月 6
日(5月 13日 ),2競石試験地-56年 4月 12日 (5月 24日 )

41 栽植様式("):  240×
90鮭
間)× 60(株間)

0)区の構成 : 表 2
●)栽培管理 : 現地慣行

(56年 5月 25日 調)
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3 試験結果及び考察

7月 上旬の生育調査結果をみると,須賀川試験地におい

ては,基肥窒素施用量の多いほど草丈,葉数 ,葉長,側枝

数などの増加する傾向が認められるが,追肥窒素30″と45

″施用区r35の生育の差異はあまり判然としなかった。一方 ,
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鏡石試験地では,基肥についても,追肥についても,窒素施

用量の多少による生育の変化はあまり認められなかった。

キュウリの収量をみると,須賀川試験地においては基肥窒

素施用量の多いほど増収が得られた。また,基肥窒素10″ ,
25″ 施用区では,追 肥窒素 30″施用よりも45″施用で 3

～ 6%の増収が認められた。基肥窒素40り施用区では,追

表2 区の構成及び資材の施用量

区  名 基  肥 (″ /10a) 追 肥(″ /10a)
考備N P206 K20 N P20`K20

lN-10-30
2N-10-45
3N-25-30
4N-25-45
5 N-40~30
6N-40~45

10    25     25

10   ″    ″

25     ″      ″

25    ″      ″

40    ″     ″

40    ″     ″

30   12   45

45   ″    ″

30   ″    ″

45   ″    ″

30   ″    ″

45   ″    ″

0基肥… IB憐加安,尿素
0追肥… 6月 . 8月 , 9月 は10日 毎 , 7月 は 5日 ごと分施 ,憐
硝安加里,NK化 成

0有機物施用量 (り/10a):須 賀川―稲ヮラ1800,ケ ィフン
450,算石―オガ豚プン 141X10,ケ ィフン200
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月巴の多少による収量への影響はあまり認められなかった。

鏡石試験地では,基肥窒素10″施用区の収量は他区に比

して劣ったが,基肥窒素25″ ,40″施用区間の収量差はほ

とんど認められなかった。また,追肥窒素30り ,45″施用

区間の収量差もはとんどなかった。

キュウリを品質的にみても,須賀川,鏡石両試験地とも

区間差はほとんど認められなかった。

以上の試験結果を総括的に検討してみると,まず ,この

試験結果を検討する場合,化学肥料による施肥窒素ばかり

ではなく,有機物からの窒素供給も考慮しなければならな

いとおもわれる。須賀川試験地では平均的な有機物施用量

であるのに対し,鏡石試験地ではオガ豚プンの施用量がか

なり多く,土壌の無機態窒素含量もキュウリの生育期間を

通 じて10～ 20″ (0～ 15"深 )に保たれていた (表 3)。

表 3 N-25-30区の無機態窒素の推移
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収量 (比 )
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品 質 分 布 (%)
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l N-10-30
2 N-10-45
3 N-25-30
4 N=25-45
5 N-40-30
6 N-40-45

6373(85)
6545( 88)
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8050(108)
800,(107)

S,  27  14  -
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l N-10-30
2 N-10-45
3 N-25-30
4 N-2S-45
5 N-40-30
6 N-40-45
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8524( 93 )
91sl ( 100 )
9413 ( 103 )
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表5 収量及び品質
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注 A級…果形,光沢等が良好
B級…A級に次ぎ良好で,曲 りが15～30"の果実

含量が10～20″前後の鏡石試験地では,基肥窒素25″施用
で収量がはぼ一定になって,追肥窒素の増施(45″施用区)
の効果も少なくなることが知られる。

4  ま   と   め

福島県における主要な果菜類である夏秋キュウリは,か
なり多肥条件下で栽培がなされている。しかし,肥料の非

効率的使用とおもわれる例も多く認められるので,夏秋

キュウリに対する窒素の適正な施用量を基肥と追肥の画面

から検討した。

基llE窒素10″ ,25″ ,40″ /10α 施用区のそれぞれに,

追肥窒素を30″ ,45″ /10α 施用した区を加えて 2圃場で

試験を実施した。

両圃場とも基肥窒素10り区の収量は最も低く,土壌の無

機窒素含量が 5″前後の回場では,基肥窒素25″以上の施

用でも収量の増加がやや認められているが,その増加割合
は徐々に小さくなってきた。一方,上壌の無機態窒素含量
が10～ 20″の圃場では,基肥窒素25″施用で収量がほぼ一

定になり,追肥窒素の増量 (45え夕施用区)の効果も不明確
になった。

須賀川試験地ではもちろん,有機物施用量の多い鏡石試

験地でも,基肥窒素10″施用区の収量は他区に比してかな

り低下している。須賀川試験地では,基肥窒素25核 と40″

施用区間の収量差は認められるが,その差は基肥窒素10″

と25″施用区間差よりも小さくなっている。一方 ,鏡石試

験地では,基肥窒素25″ と40″施用区間の収量差はほとん

ど認められない。

これらのことから,有機物施用量の少ないところ(又は ,

土壌の窒素含量の少ないところ)では,基肥窒素施用量が

多ければ収量も増加する傾向がみられるが,窒素施用量が

多くなるにつれて増収割合も小さくなるとおもわれる。ま

た,有機物施用量の多いところ(又は,土壌の窒素含量の

高いところ)では,基肥窒素施用量を増加 しても,そ の増

施の効果が少ないことが認められる。

追肥窒素施用量についても同様で,基肥窒素や有機物の

多いところでは,ある基準量以上の追肥を施用してもその

効果は少ないものとおもわれる。

以上のことから本試験結果をみると,土壌の無機態窒素 |

含量 5″前後の須賀川試験地では基肥窒素25″以上の施用

でも収量の増加が認められるが,その増加割合は徐々に小

さくなり,一方,有機物の施用量が多く土壌の無機態窒素
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